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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】感染の抑制を助け、患者の曝露および病院の費
用を低減する集尿デバイス、集尿システム、集尿袋を作
製し使用する方法、および集尿袋を備えるキットを提供
する。
【解決手段】複数機能の集尿デバイス３００であって、
その実施形態は、管から尿を受ける収容部３０１を有す
る自己膨張式容器、尿を管を通して収容部３０１に移動
するポンプと、短縮および／または伸長できる延長可能
な管、および／または尿からの特性を監視、測定、伝達
、または記憶する１つまたは複数のメータ３２０、３３
０を備えることができる。実施形態は有線または無線の
トランスミッタおよび表示器モジュールの形の送信デバ
イスを有する表示器キットも備える。表示モジュールは
ＬＣＤを備えることができ、尿の収容部３０１への装着
のために構成できる。
【選択図】図３Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カテーテルに連結するための集尿デバイスであって、
　集尿するための収容部と、
　前記収容部に連結され、尿の通過を可能にするように構成された導入口と、
　前記導入口に連結された延長可能な管であって、外壁によって囲まれた内壁を備え、圧
縮した長さと延長した長さとを有し、延長可能な前記管が前記圧縮した長さと前記延長し
た長さとの間の長さに調整可能であり、調整された長さで延長可能な前記管の長さを維持
する、延長可能な管と、
　重力に逆らって尿を採集可能にするためのポンプとを備える、集尿デバイス。
【請求項２】
　前記延長した長さが、前記圧縮した長さの２倍の長さよりも長い、請求項１に記載のデ
バイス。
【請求項３】
　延長可能な前記管の前記外壁が、伸縮するセグメントを備える、請求項１に記載のデバ
イス。
【請求項４】
　前記内壁が円滑な面を備える、請求項１に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記内壁が弾性材料を含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記外壁がアコーデオンの形に構成された、請求項１に記載のデバイス。
【請求項７】
　延長可能な前記管の前記内壁が表面活性剤を含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項８】
　延長可能な前記管が可撓性である、請求項１に記載のデバイス。
【請求項９】
　尿の特性を測定するメータをさらに備える、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１０】
　尿カテーテルシステム用の表示器キットであって、
　膀胱内に配置された遠位端を有する尿カテーテルの近位ポートに連結されたトランスデ
ューサに連結された送信デバイスと、
　尿の収容部に取り付けられた、前記カテーテルからの尿の特性を表示するように構成さ
れた表示器モジュールと、
　重力に逆らって尿を採集可能にするためのポンプとを備える、表示器キット。
【請求項１１】
　前記表示器モジュールが液晶表示器を備える、請求項１０に記載の表示器キット。
【請求項１２】
　前記送信デバイスが、表示器モジュールに連結されたケーブルを備える、請求項１０に
記載の表示器キット。
【請求項１３】
　前記表示器モジュールに連結されたレシーバをさらに備え、前記送信デバイスが無線式
トランスミッタを備える、請求項１０に記載の表示器キット。
【請求項１４】
　尿の特性がその温度である、請求項１０に記載の表示器キット。
【請求項１５】
　尿の前記収容部が、測定領域、および前記収容部とメータの前記測定領域との間の複数
の閉鎖可能なポートを備える尿メータに連結され、前記測定領域から前記収容部に排出す
る、請求項１０に記載の表示器キット。
【請求項１６】
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　前記収容部が、収縮した位置と膨張した位置を有する自己膨張式の採集容器と、前記容
器を前記収縮した位置から前記膨張した位置に変化させるバイアス部とを有する、請求項
１０に記載の表示器キット。
【請求項１７】
　複数の送信デバイス、およびそれぞれの通信での表示器モジュールをさらに備える、請
求項１０に記載の表示器キット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００５年７月５日に出願の米国特許出願第１１／１７５，５７８号の部分
継続出願であり、２００６年６月７日に出願の米国仮出願第６０／８１１，６１７号に米
国特許法１１９条に従って優先権を主張し、それぞれが本明細書に完全に明記されるがご
とく参照によって本出願に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、集尿デバイス、集尿システム、集尿袋を作製し使用する方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　尿排出袋は、従来から長期間にわたってカテーテル処置をされた患者から尿を採集する
のに必要な場合に、病院および医療施設で用いられている。そのような袋は、手術後の患
者、ならびに排尿の周期の採集、測定、および試験に関する泌尿器の障害を有する患者に
よって慣例的に使用される。尿排出システムは一般的に、ＰＶＣフィルムなどのポリマー
材料からなる採集袋に連結された、管を取り付けたカテーテルを備える。採集袋は一般に
、排出管などの、袋を空にするための構成要素を備える。動作の際には、患者が最初にカ
テーテル処置され、次いでカテーテルは１本の管を介して排出袋に連結される。袋は一般
に、ベッドの横板またはその他の（通常は患者のレベルより低い）支持構造から支持され
、尿は重力によってカテーテル、管、を通って排出され、最終的に袋に入る。ほとんどの
袋は、様々な試験手順のために測定された量の尿が通過して除去できる排出口を備える。
【０００４】
　一般的な尿排出袋は、（１９７２年３月２１日発行の「Ｄｒａｉｎａｇｅ Ｂａｇ」と
いう名称の）米国特許第３，６５０，２７２号、（１９８２年１月２６日に発行の「Ｈａ
ｎｇｅｒ， ｈｏｏｋ ａｎｄ ｈａｎｄｌｅ ａｓｓｅｍｂｌｙ ｆｏｒ ｕｒｉｎａｒｙ 
ｄｒａｉｎａｇｅ ｂａｇ」という名称の）米国特許第４，３１２，３５２号、（１９８
２年２月２日発行の「Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ ｂａｇ」という名称の）米国特許第４，３
１３，４４７号、（１９８３年６月７日発行の「Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ ｄｅｖｉｃｅ ｆ
ｏｒ ｂｏｄｙ ｆｌｕｉｄｓ ｗｉｔｈ ａｎｔｉｓｅｐｔｉｃ ｐｕｍｐ」という名称の
）米国特許第４，３８６，９３０号、（１９８４年４月１７日発行の「Ｓｙｓｔｅｍ ｆ
ｏｒ ａｓｅｐｔｉｃａｌｌｙ ｄｒａｉｎｉｎｇ ａ ｕｒｉｎｅ ｂａｇ」という名称の
）米国特許第４，４４３，２１９号、（１９８４年６月５日発行の「Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏ
ｎ ｂａｇ」という名称の）米国特許第４，４５２，２５３号、（１９８７年４月２１日
発行の「Ｌｉｑｕｉｄ ｄｒａｉｎａｇｅ ｓｙｓｔｅｍ」という名称の）米国特許第４，
６５９，３２９号、（１９８８年２月９日発行の「Ｕｒｉｎｅ ｄｒａｉｎａｇｅ ｂａｇ
 ｏｕｔｌｅｔ ｗｉｔｈ ｂａｒｒｉｅｒ ａｇａｉｎｓｔ ｍｉｃｒｏｂｉａｌ ｉｎｆｅ
ｃｔｉｏｎ」という名称の）米国特許第４，７２３，９５０号、（１９９４年１２月２７
日発行の「Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ ｂａｇ ｈａｎｇｅｒ ｗｉｔｈ ｒａｉｌ ｗｉｄｔｈ
－ａｄｊｕｓｔａｂｌｅ ｈｏｏｋ ａｒｍｓ」という名称の）米国特許第５，３７５，７
９９号、（１９９５年１０月３日発行の「Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅ ｕｒｉｎｅ ｂａｇ」と
いう名称の）米国特許第５，４５４，７９８号に記載され、それぞれが本明細書に完全に
明記されたがごとく本出願に参照によって組み込まれる。
【０００５】
　一般的な集尿袋に伴う可能性のある欠点のうちの１つは、患者への汚染および感染の可
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能性である。特に、袋が尿の一部分または全てを取り除くために開放される場合、空気が
排出口に入ることが可能になり、それによって細菌が袋の中へ出口に向かって移動し、最
終的に膀胱に入り、感染を引き起こす。さらに、採集の過程の間の尿の漏洩または飛散に
より病院の関係者への汚染の問題もある可能性がある。尿は、カテーテルを集尿袋に連結
する管内に溜まる可能性もあり、管内での尿の流れの停止または滞留と呼ばれる。たとえ
ば、管を下り採集袋へ尿を排出する圧力は、採集袋への管を空にするのに必要な圧力より
も小さいので、尿は管内に留まる可能性がある。
【０００６】
　従来の集尿システムでは、尿は重力によってのみカテーテルから採集袋へ移動される。
したがって、管経路が下側に向いてない場合（たとえば管が平に置かれている場合、また
は管の一部分が採集袋の上にない場合）カテーテルおよび／または管からの尿の排出が妨
げられる。管内に尿を溜めることは望ましくなく、感染、流出、および／または尿の逆流
に寄与する可能性がある。さらに、集尿システムによっては、採集袋に採集された尿から
の尿を分析し、それはカテーテルおよび／または管内に集められた尿は正確な測定／分析
を妨げる可能性があることを意味する。平均的には、約８０～９０ｍＬの尿が１時間に生
成される。これは現在市販されている排出管を満たすのに必要であるのとほぼ同じ体積で
ある。管内に尿が止まることは、逆行で感染する可能性の見地からも、および管を浄化す
るのに時間およびリソースを費やす必要があることからも望ましくない。管内に尿を溜め
ないことは、感染の抑制を助け、患者の曝露および病院の費用を低減することが予想され
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、（袋を含む）集尿デバイス、集尿システム、集尿袋を作製し使用する方法
、および集尿袋を備えるキットが、本明細書に述べられる。本明細書で述べられる集尿デ
バイスおよびシステムにより、無人の排水ができるようにし、尿の流れの停止および逆流
を防ぐことができる。さらに、これらの集尿デバイスおよびシステムは、重力に逆らった
尿の採集も可能にすることができ、廃棄する尿の採集および処分に関する閉鎖された非接
触式のシステムを提供することができる。本明細書に記載される用途の説明、システムお
よび方法は、全て尿および集尿に関して述べられるが、同じ概念および考えが傷の排出な
どを含むその他の体液への用途で排出するために適用できる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一般に、集尿デバイスは、尿が通って収容部に入る導入口、および尿を対象から収容部
に移送するために導入口に連結された管を有する（たとえば袋、箱、ポーチ、または任意
の適切な容器などの）集尿のための収容部を備えることができる。本明細書で述べられる
集尿デバイスは、管内で尿が滞留するのを防止するようになされる。たとえば、本明細書
で述べられる集尿デバイスおよびシステムは、管からの尿を受ける収容部を有する自動膨
張式容器、管を通して収容部内に尿を移動するポンプ、短縮および／または伸長できる延
長可能な管、および尿からの特性を監視、測定、転送、または記憶するための１つまたは
複数のメータを備えることができる。１つの変形形態では、集尿デバイスは、収容部を形
成する膨張可能な容器を備え、容器は収縮した位置と膨張した位置、および容器を収縮し
た位置から膨張した位置に変化させるバイアス部を有する。集尿デバイスは、尿が通って
入ることができる容器によって形成される収容部への導入口を備えることもできる。膨張
可能な容器は、自動膨張式であることができる。
【０００９】
　バイアス部は容器の一部であることができ、または別個のバイアス要素であることがで
きる。たとえば、容器の壁は、容器が（たとえば少なくとも部分的に閉鎖した）収縮した
位置から、（たとえばほとんど開放した）膨張した位置に自動的に膨張するように、形状
記憶を有する材料から構成できる。ばね（たとえば板ばね）などの別個のバイアス要素を
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、容器を折りたたんだ構成から膨張した構成に膨張する膨張可能な容器の一部分として含
むことができる。留め金（たとえばラッチ、フック、ファスナ、ストラップ等の）が膨張
可能な容器を膨張または折りたたんだ構成（あるいは両方）に固定するのに使用できる。
たとえば、膨張可能な容器は折りたたんだ構成に固定でき、そうして膨張可能な容器を折
りたたんだ構成から解放することにより、容器を自動的に膨張した構成に膨張できるよう
になる。
【００１０】
　いくつかの変形形態では、集尿デバイスは、そこを通って尿が収容部から除去できる排
出ポートを備えることができる。排出ポートは管を備えることができる。排出ポートは、
排出バルブも有することができる。いくつかの変形形態では、排出バルブは、適切にかみ
合う場合にのみ尿を排出バルブを通して空にすることができるように、（たとえば使い捨
ての袋、または移送容器などの）特定の受けデバイスとかみ合い、それによって誤って尿
を流出させるのを防止する。いくつかの変形形態では、集尿デバイスは使い捨てであり、
または一回の使用に構成される。膨張可能な容器を有する集尿デバイスは、メータ、ポン
プ、排出バルブ、空気導入口／排出口、延長可能な管等を備えるシステムの一部分である
ことができる。これらの構成要素の任意の組合せを膨張可能な容器と共に納めることがで
きる。
【００１１】
　尿カテーテル（たとえばフォーリーカテーテルなど）を有する対象から集尿する方法も
本明細書に述べられる。方法は、収縮した位置から膨張した位置に集尿デバイスを解放す
るステップを含み、そのステップでは、集尿デバイスは収容部を形成する（たとえば、膨
張可能な）自動膨張式の容器を備える。容器は収縮した位置、膨張した位置、および容器
を収縮した位置から膨張した位置に変化させるバイアス部を有する。方法は、集尿デバイ
スを尿カテーテルに連結するステップも含むこともできる。
【００１２】
　尿からの少なくとも１つの特性を測定するメータも本明細書に述べられ、尿を保持する
測定領域を備えるメータおよび尿を測定領域から収容部内に空にするのを制御するメータ
レリーズを備える。測定領域は、たとえば観測者または記録デバイスによって読み取るこ
とができる較正マーキングを備えることによって較正できる。したがって、測定領域は、
尿の体積を示す一連の目盛付きの領域を備えることができる。いくつかの変形形態では、
測定領域は尿のいくつかの特性を検出する１つまたは複数のセンサを備える。光、電気、
音響、温度を含む任意の適切なセンサを使用することができる。
【００１３】
　メータ（たとえば測定領域）は、メータを集尿デバイスの収容部領域に連結する複数の
ポートを備えることができ、そこを通って尿がメータから出ることができる。手動または
自動のメータレリーズ（たとえば、スイッチ、レバー、ボタン等）がメータ領域から収容
部への排出を起動する。いくつかの変形形態では、メータが収容部および導入口に連結さ
れ、導入口は管（および最終的に尿が採集される対象）に連結できる。尿は導入口を通り
メータに出すことができ、メータで尿の特定の特性が測定される。たとえば、メータは（
たとえばある期間）放出された尿の体積、放出された尿の流量、尿のｐＨ、温度、および
／または（たとえば尿素、塩、毒素等の）尿内の化合物の存在または濃度を測定できる。
任意の適切な測定を行うことができる。測定を完了した後、尿はメータ（たとえばメータ
の測定領域）から収容部に出すことができ、その場合に尿は収容部から出されるまで、ま
たは集尿デバイスが取り除かれるまで貯蔵できる。
【００１４】
　集尿デバイスの管を通して尿を移動するように構成されたポンプを備える集尿デバイス
およびシステムも本明細書に述べられる。インペラーポンプを含む任意の適切なポンプを
使用することができる。ポンプは自動、手動、またはその両方で制御できる。いくつかの
変形形態では、ポンプは管内の尿を検出するセンサによって制御できる。いくつかの変形
形態では、ポンプは設定可能な間隔で電源を投入／遮断するタイマによって制御される。
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ポンプは、管を下って尿を移動するための正（吐出）または負（吸入）力を加えることが
できる。いくつかの変形形態では、ポンプは（たとえばカテーテル装着領域付近、収容部
／メータの導入口付近、またはこれらの位置の間の）集尿デバイスの管部分に連結できる
。しかし、ポンプは、尿を管から（たとえば負圧によって）引くことができるように、メ
ータ領域または収容部に連結することもできる。
【００１５】
　ポンプを備える集尿デバイスおよびシステムは、集尿デバイス内に（たとえば空気圧な
どの）圧力を調整するための１つまたは複数の空気導入口または排出口を備えることもで
きる。空気の導入口または排出口は、一方向弁などの空気導入／排出弁であることができ
る。空気導入口および／または排出口は、尿が集尿デバイスから漏洩させることなく、か
つカテーテルに正圧もしくは負圧を加え、またはカテーテルの摩耗を受けることなく尿を
保持するために、ポンプが管を下って尿を移動させて最終的に収容部に入れるように配置
できる。ポンプは、バッテリーによって電源供給することができ、また使い捨てまたは一
回の使用に構成できる。
【００１６】
　延長可能な管を備える集尿デバイスおよびシステムも本明細書に述べられる。延長可能
な管は、尿に関する流体経路をもたらすことができ、それによって尿がカテーテルから排
出されて（導入口および／またはメータの通過を含んで）集尿デバイスの収容部に入るこ
とができるようになる。延長可能な管は一般に可撓性である。一般に、延長可能な管（ま
たは調整可能な管）は圧縮した長さ、および圧縮された長さよりも長い延長した長さを有
し、延長した長さと圧縮した長さの間の任意の適切な長さに調整できる。延長可能な管は
、外面および内面を有することができる。内面は、尿が留まる可能性がある壁の凹凸が実
質的にないものであることができる。たとえば、内壁は平滑であることができ、圧縮した
長さと延長した長さの間で延長できるようにエラストマー材料を含むことができる。いく
つかの変形形態では、内壁は調整可能な外壁によって囲まれたエラストマーの管の内腔を
備える。外壁は、管の長さを変えるように調整可能である。たとえば、外壁は管を伸長ま
たは短縮するために互いに対してその位置または形状を変更する領域からなることができ
る。外壁は内側または外側の重複区画を摺動させることによって、短縮または伸長するた
めに伸縮するセグメントを備えることができる。いくつかの変形形態では、外壁は管を短
縮または伸長するためにそれらがアコーデオン様に移動するように蝶番式に取り付けられ
た領域を備える。いくつかの変形形態では、外壁および内壁は、同じ管の一体の領域であ
る。
【００１７】
　本明細書に述べられるように、延長可能な管は、（単純なエラストマーの管とは異なり
）収縮または膨張せずに時間につれて静止状態に戻るように、どのような長さにも調整さ
れて保持または維持できる。延長可能な管は、圧縮された長さの１．５倍より大きく膨張
するように構成できる。たとえば、拡張可能な管は、折りたたんだ長さの２倍、２．５倍
、３倍、５倍、または１０倍の長さに膨張できる。いくつかの変形形態では、（たとえば
尿に接触する管の内壁などの）管は管の壁によって尿のどのような滞留も減少させる材料
を含むことができる。たとえば管の内面は、管の湿潤性を増加させる薬剤によって被覆で
き、管内に尿が滞留するのを防止する。
【００１８】
　尿からの１つまたは複数の特性に関する情報をもたらすための表示器キットも本明細書
に述べられる。表示器キットは、それが尿の特性の情報をもたらすための追加のモードを
提供する患者のモニタを備えるもの、または看護師または随員が温度などの尿の特性を監
視するのを補助する患者のモニタのないものなど、任意のフォーリーカテーテルシステム
に取り付けることができる。表示器キットは、送信デバイスおよび表示器モジュールを備
え、１つの実施形態では、送信デバイスは表示器モジュールに連結されたケーブルを備え
、別の実施形態では、表示器モジュールに連結された受信機と通信する無線通信機を備え
る。
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【００１９】
　上記および本明細書に述べられるように、（たとえば膨張可能なまたは自動膨張式の容
器、膨張可能な管、ポンプ、メータ、等）これらの特徴の任意の組合せが多機能の集尿デ
バイスを形成するために任意の組合せ、または部分的な組合せで使用できる。さらに、こ
れらの構成要素のうちの任意のものが、集尿システムの一部分であることができ、それが
必要な場合に対象からの尿を採集および／または処分するのに使用できる。
【００２０】
　本発明のこれらのおよびその他の実施形態、特徴、および利点は、簡単を旨とする添付
の図面とともに本発明の以下のより詳細な説明を参照して読めば、当業者にはより明らか
になるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１Ａ】本明細書に述べられる集尿システムの斜視図を示す図である。
【図１Ｂ】本明細書に述べられる集尿システムの側面図を示す図である。
【図２Ａ】本明細書に述べられる膨張可能な容器を有する集尿デバイスを示す図である。
【図２Ｂ】本明細書に述べられる膨張可能な容器を有する集尿デバイスを示す図である。
【図３Ａ】本明細書に述べられる集尿デバイスの別の変形形態を示す図である。
【図３Ｂ】本明細書に述べられる集尿デバイスの別の変形形態を示す図である。
【図４】本明細書に述べられる集尿デバイスの一部分の斜視図である。
【図５Ａ】図４に示されるものと同様の集尿デバイスの一部分の正面図である。
【図５Ｂ】図５Ａに示される集尿デバイスを通る横断面の断面図である。
【図５Ｃ】図５Ａに示される集尿デバイスを通る矢視方向の断面図である。
【図５Ｄ】図５Ａに示される集尿デバイスの１つの領域の分解図である。
【図６】本明細書に述べられる別の集尿システムの斜視図である。
【図７】別の構成要素を備える図６に示される集尿システムの別の斜視図である。
【図８】本明細書に述べられる集尿デバイスと共に使用するポンプの概略図である。
【図９Ａ】本明細書に述べられる集尿デバイスと共に使用する延長可能な管の領域を示す
図である。
【図９Ｂ】収縮した延長可能な管を有する集尿デバイスを示す図である。
【図９Ｃ】延長した延長可能な管を有する集尿デバイスを示す図である。
【図１０Ａ】表示器キットを備えるカテーテルシステムの概略図である。
【図１０Ｂ】図１０Ａの表示器キットの拡大図である。
【図１０Ｃ】表示器キットの別の実施形態である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下の詳細な説明は図面を参照して読む必要があり、図では異なる図を通して同一の参
照番号が同様の要素を指す。必ずしも縮尺どおりでない図面は、選択的な実施形態を示し
、本発明の範囲を限定する意図はない。詳細な説明は本発明の原理を限定するものとして
ではなく例として示す。この説明は、当業者が本発明を作製し使用し、現在本発明を実施
する最良の形態であると考えられているものを含む、本発明のいくつかの実施形態、改造
、変形形態、代替、および用途を説明することができるようにすることが明らかである。
【００２３】
　本発明の実施形態を説明する前に、特別に示さない限り本発明は人間への適用に限定さ
れる必要はないことを理解されたい。当業者には理解できるように、本発明の変形形態は
、その他の哺乳類に適用することもできる。さらに、本発明の実施形態は、フォーリーカ
テーテルを含むがそれには限定されず、任意の適切なカテーテルと組み合わせて適用でき
ることを理解されたい。尿カテーテルは、膀胱にアクセスをもたらす任意の管または管状
構造を備えることができる。本明細書に述べられるような集尿システムおよびデバイスは
、その必要がある場合に任意の対象から集尿するために使用することができる。対象には
、医療患者を含む任意の適切な使用者を含むことができる。本明細書および添付の特許請
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求の範囲で使用されるように、単数形「ａ、ａｎ」および「ｔｈｅ」は文脈が特別に指示
しない限り複数の言及を含むことも明記しなければならない。したがって、たとえば、用
語「カテーテル」は、単一のカテーテルまたはカテーテルの組合せを意味するように意図
され、「流体」は、１つまたは複数の流体またはその組合せを意味するように意図される
。
【００２４】
　本明細書に述べられる採集デバイスは、尿を保持するための収容部、尿が通過できる収
容部内への少なくとも１つの導入口または開口、および尿が通過できる収容部とカテーテ
ルの間の流体連結部を形成する管を有する容器を備えることができる。以下にさらに述べ
られるように、集尿デバイスは、膨張可能な容器、対象の尿から少なくとも１つのパラメ
ータを測定するメータ、延長可能な管、および尿を管から収容部内に移動するのを補助す
るポンプを備えることができる。さらなる構成要素、特に集尿システムからの尿の漏洩ま
たは流出を防止または低下させ、カテーテルおよび管内に尿が溜まるのを防止することに
関する構成要素も述べられる。
【００２５】
　膨張可能な容器
　任意の適切な容器が、本明細書に述べられる集尿デバイスおよびシステムの一部分とし
て使用できる。特に、集尿デバイスは、そこからカテーテルに連結し、集尿するための膨
張可能な容器を備えることができる。膨張可能な容器は、「開放」または膨張した構成、
「閉鎖」または折りたたんだ構成を有する収容部、および容器を閉鎖した構成から開放し
た構成（または広がった構成から閉じた構成）に変化させるバイアス部を有する任意の容
器であることができる。したがって、膨張可能な容器の内側の体積（たとえば収容部の体
積）は、膨張可能な容器の構成に応じて増加または減少できる。膨張可能な容器は完全に
膨張した構成と折りたたんだ構成の間の任意の構成をとることができる。
【００２６】
　膨張可能な容器は、使用中に完全にまたは部分的に膨張できる。いくつかの変形形態で
は、その中に尿が排出できる広がった体積がほとんどないように、膨張可能な容器は、完
全に折りたたむことができる。さらに、折りたたんだ容器は、より容易に格納または処分
できる。いくつかの変形形態では、膨張可能な容器は、ある程度の残りの体積があるまま
部分的に折りたたむことのみが可能である。（完全にまたは部分的に膨張した膨張可能な
容器などの）広がった体積を有する容器を満たすことは、閉じた体積を満たすことよりも
一般的に容易である。たとえば、開いた容器を満たすのに必要な充填の圧力は、それが満
たされるとき閉じた容器を広げるのに力を使用しなければならないので、閉じた容器を満
たすのに必要な充填の圧力よりも少ない。したがって、充填の圧力（力）は、容器を広げ
るのに十分でなければならず、そうでないと流体が容器に入らない。集尿システムでは、
これは集尿容器およびカテーテルを連結する管内に尿が留り、またはカテーテルに向かっ
て逆流することを意味する可能性がある。したがって、膨張可能な容器は、容器を自動的
に開放（または閉鎖）するバイアス部を備えることができる。
【００２７】
　一般に、バイアス部は自動的に膨張可能な容器を開放または閉鎖する傾向がある。たと
えば、バイアス部は、膨張可能な容器の壁を離し、それによって膨張可能な容器を膨張さ
せるように、その壁に作用することができる。膨張可能な容器は、硬い壁、軟らかい壁、
または硬い壁と軟らかい壁の組合せを有することができる。容器を開閉する力を加えるた
めに、１つまたは複数のバイアス部を膨張可能な容器の１つまたは複数の壁に取り付ける
ことができる。たとえば、折りたたみ可能な容器が１つの縁に沿って溶接されたＰＶＣ材
料の層からなることができ、板ばねなどのバイアス部が（たとえば壁に取り付けられまた
は壁の中に収容されて）そこに連結できる。バイアス部がない場合、容器が（たとえば縁
部を互いから引くことによって）使用する前に手動で開放しなければならない。バイアス
は一般に、膨張可能な容器を自動的に開放し、容器を広がった構成に保つ。任意の適切な
バイアス部が、閉じた構成と広がった構成の間で膨張可能な容器を変化させるために力を
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加えるのに使用できる。たとえば、バイアス部は、（たとえばばね、弾性材料等の）機械
的なバイアス部、（たとえば膨張可能な容器を開放するための空気圧を加える）空気圧バ
イアス部、（たとえば磁石またはモータ式のバイアス要素などの）電気式バイアス部、ま
たはそれと同様のもの、あるいはそれらの任意の組合せなどを有するバイアス要素を備え
ることができる。
【００２８】
　たとえば、バイアス要素はばねであることができる。いくつかの変形形態では、バイア
ス部は、圧縮／ねじりばねである。1つの変形形態では、バイアスは膨張可能な容器を広
げまたは膨張するための力を加える板ばねである。そのような機械的なバイアス部は、弾
性材料または形状記憶材料を含む任意の適切な材料からなることができる。たとえば、バ
イアス部は、（たとえばニッケル－チタン合金などの）合金を含む（たとえば鋼、炭素、
ニッケル、銅、チタンなどの）金属、（たとえばプラスチック、ゴムなどの）ポリマー、
または任意のその他の適切な材料または材料の組合せから作製できる。いくつかの変形形
態では、バイアス部は標準的な殺菌方法に耐え、その機能維持することができる材料で作
製できる。
【００２９】
　バイアスは、膨張可能な容器の別個の部分であることができ、または容器と一体である
ことができる。たとえば、膨張可能な容器の壁、縁部、またはその他の領域は、バイアス
部として作用することができる。１つの変形形態では、容器は（膨張可能な容器が膨張し
た）弛緩した構成から（膨張可能な容器が閉じた）圧縮した構成に変形できる材料を含む
。１つの実施形態では、壁は形状記憶を有する材料を備える。圧縮した構成から膨張可能
な容器を解放すると、容器（たとえば容器の壁）が弛緩された構成に戻すことができ、容
器を広げる。したがってバイアス部は、膨張可能な容器を自動的に広げることができる。
いくつかの変形形態では、膨張可能な容器は、留め金によって（たとえば圧縮したまたは
膨張した）構成に保持または固定できる。
【００３０】
　任意の適切な留め金が膨張可能な容器の位置を維持するのに使用できる。たとえば、留
め金にはラッチ、ストラップ、タイ、ボタン、スナップ、ロック、接着剤、クランプ等を
含むことができる。いくつかの変形形態では、留め金は折りたたんだ状態のとき膨張可能
な容器が膨張するのを防止する。いくつかの変形形態では、留め金は膨張可能な容器が膨
張した状態のとき折りたたむのを防止する。したがって、留め金は広がった構成または閉
じた構成で膨張可能な容器を保持するために使用できる。留め金は使用者によって手動で
固定され、または自動的に固定できる。たとえば、使用者は膨張可能な容器を折りたたん
で保持する留め金を解放できる。これは、尿が内側の収容部の体積を容易に満たすことが
できるように、膨張可能な容器が広がった構成に膨張できるようにする。別の変形形態で
は、膨張可能な容器が使用中に折りたたまないように、同じ留め金または異なる留め金が
膨張可能な容器を広がった構成に保持するのに使用できる。
【００３１】
　留め金は、（たとえば膨張可能な容器の壁または側面などの）膨張可能な容器、または
バイアス部などの集尿デバイスの任意のその他の領域に取り付けることができる。たとえ
ば、留め金は、膨張可能な容器の２つ以上の壁の間に取り付く（たとえば梁などの）部材
を備えることができ、それによってそれらが互いに対して移動するのを防止する。いくつ
かの変形形態では、膨張可能な容器は（たとえばボックス、包装材料などの）パッキン材
料によって折りたたんだ状態に固定または保持される。
【００３２】
　膨張可能な容器は尿を留めることができる任意の適切な材料で作製でき、以下には限定
されないが、（たとえば天然ゴム、ハロゲンフリーのジエン系ゴム、ハロゲンフリーのジ
エン系ゴムの水素化生成物、アクリルゴム、エピクロロヒドリンゴム、オレフィンゴム、
ハロゲン含有ゴム、シリコンゴム、純ゴム、フッ化ゴム、ならびにフッ化混合物、ゴムお
よびポリマーの混合物などの）ゴム、（ポリエチレン、プラストマー、ポリプロピレンな
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どのポリオレフィン、ポリ塩化ビニル、ポリウレタン、エチレン酢酸ビニル、ポリエステ
ル、ナイロン等の塩素化ビニル樹脂などの）プラスチック、（たとえばセルロースなどの
）紙、あるいは材料の組合せを含む。さらに、膨張可能な容器は（たとえば層、領域など
の）材料の組合せを含むことができ、組合せでの異なる材料は異なる性質を有することが
できる。
【００３３】
　１つの実施形態では、膨張可能な容器の内側は、膨張可能な容器が膨張した状態にある
場合に尿を蓄積するのに使用される収容部を備える。したがって、膨張可能な容器の内側
は、防液材料、または（たとえばワックス、プラスチック等の）疎水性材料などの尿から
の漏洩または損傷を防止するために被覆された材料を含むことができる。いくつかの変形
形態では、膨張可能な容器はモジュール式である。たとえば、膨張可能な容器の収容部領
域は、膨張可能な容器の外面から分離できる。したがって、膨張可能な容器は異なる性質
を有する材料の組合せを備えることができる。いくつかの変形形態では、膨張可能な容器
は、収容部領域が取り付けられる（たとえば折りたたみ可能／膨張可能な枠組みなどの）
枠組みを備える。
【００３４】
　膨張可能な容器は、可撓性材料、剛性材料、または可撓性材料と剛性材料の組合せを備
えることができる。たとえば、膨張可能な容器の壁は、膨張可能な容器がそれ自体の重量
を支持できるように耐性のある堅固な材料を備えることができる。いくつかの変形形態で
は、膨張可能な容器は（たとえば格納または包装のためなどの）非常に小さな形状にそれ
が折りたたむのを容易にするための可撓性材料を備える。１つの変形形態では、膨張可能
な容器は比較的高い靭性を有する材料を含む。したがって、容器は比較的高い破壊抵抗も
有しながら、開閉の複数のサイクルに耐えるのに十分な耐性を有することができる。
【００３５】
　膨張可能な容器は使い捨て材料を含むことができ、膨張可能な容器の全てまたは一部分
は集尿後に処分できる。たとえば、膨張可能な容器はセプティックシステム（ｓｅｐｔｉ
ｃ ｓｙｓｔｅｍ）に処分できる「フラッシュ可能な」材料を含むことができる。したが
って膨張可能な材料は、時が経つにつれ、または触媒と接触した後に劣化または分解する
材料で作製できる。いくつかの変形形態では、膨張可能な容器は収容部領域が使い捨てで
ある一方で再使用可能である。膨張可能な容器の任意の部分が有益な性質をもたらす材料
で被覆、埋め込み、または処理できる。たとえば、膨張可能な容器は臭い除去材料、抗菌
性材料、防腐材料、芳香剤、着色剤等によって被覆できる。
【００３６】
　膨張可能な容器は膨張または折りたたんだ状態で任意の適切な形状を有することができ
る。たとえば、膨張可能な容器は、折りたたんだ形状から膨張した形状に伸縮する一連の
「入れ子」形状を有することができる。膨張可能な容器は、垂直に静止できるように膨張
した状態で立つ場合に安定性を有する形状などの機能的な形状を有することもでき、それ
によってデバイスの上部付近の導入口から満たすことができるようになる。たとえば、膨
張可能な容器は、平坦なボタン領域を備えることができる。膨張可能な容器はフック、ま
たはハンガ、スタンドなどに対する装着箇所を備えることもできる。
【００３７】
　いくつかの変形形態では、膨張可能な容器は、尿が導入部から離れて収容部内に蓄積で
きるように、広いベース領域を有するように構成される。したがって、尿が膨張可能な容
器を満たすと、導入部を遮断し、逆流し、および／または漏洩するのが防止される。膨張
可能な容器は、メータシステム、または排出用の容器もしくは装着部品、あるいは以下に
さらに述べられるような任意のその他の適切なデバイスと連結する（または備える）よう
に形成または成すこともできる。膨張可能な容器は特定の量の尿を保持するために較正で
き、または形成できる。異なるタイプおよび形状の膨張可能な容器の例が、図に示され、
本明細書に述べられる。
【００３８】
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　図１は、収容部を形成する膨張可能な容器１０１を有する集尿デバイス１００の例を示
す。膨張可能な容器１０１は、尿が流入できる広がった内側の体積を形成するために外側
に膨張する３つのセグメントを備えて示される伸縮タイプの容器である。膨張可能な容器
１０１は、容器を自動的に膨張されるバイアス部（図示されない）を備える。使用する前
に、容器はセグメントが互いに嵌入するように折りたたむことができ、それによって内側
の体積ならびに集尿デバイスの全体の形状を縮小する。図１に示される膨張可能な容器は
、追加の支持なしにその形状を維持するいくぶん剛直な壁を有する。膨張可能な容器１０
１は、透明なものとして示すこともでき、それによって容器内の流体のレベルが目視によ
って監視できるようになる。容器（または容器の領域）は、任意の色のものであることが
できる。いくつかの変形形態では、容器の一部分のみが透明（または透光性）である。い
くつかの変形形態では、容器が不透明である。容器内の尿のレベルは、目視で、電子的に
、等を含む任意の適切な形式で監視できる。たとえば、膨張可能な容器は、収容部内の尿
のレベルが表示できるようにそのレベルを検出するセンサを備えることができる。
【００３９】
　図１に示される集尿デバイスの例は、フラッシュ可能なポーチ１０７またはその他の除
去システムに連結する排出口またはドレン１０５、（フォーリーカテーテル１２０として
示される）カテーテルに連結する延長可能な管１１０、および尿が管から膨張可能な容器
１０１に移動するのを補助するための流体移送ポンプ１１５を備える多機能の集尿システ
ムの変形形態に含めることができるその他の特徴を有する。モニタまたはメータ１３０を
尿（または対象）の１つまたは複数の特性を測定および／または転送もしくは記録するの
に使用することもできる。集尿デバイスは、フック１２５、スタンド、または任意のその
他の適切な付属部品または固定領域を備えることもできる。図１に示される集尿デバイス
は、膨張可能な容器の背面に取り付けられたフック１２５を備えるが、この付属部品は集
尿デバイスのいずれの場所にも連結できる。いくつかの変形形態では、ストラップ（たと
えば、ベルト、タイなどの）がフック、またはその他のタイプの付属部品が代わりにまた
はそれに加えて使用できる。
【００４０】
　図２Ａおよび２Ｂは、膨張可能な容器２００の別の変形形態を示す。この変形形態は、
図２Ａに示されるように膨張可能な容器の両側を押して離すばね（図示されない）を備え
る。ばねはユニットを広げて保つこともできる。いくつかの変形形態では、最大に広げた
体積は、板ばねではなく膨張可能な容器の寸法によって制限される。たとえば、最大に広
げた体積は、膨張可能な容器の形状および寸法が、容器を広げることができる寸法を制限
するので、ばねが完全に弛緩する前に達成される。図２Ａおよび２Ｂでは、集尿デバイス
は、尿が容器の収容部分に入る前に管２２０から入る、較正される測定領域を有するメー
タ２１０を備える。したがって、時間につれてデバイスに入る尿の量が監視できる。いく
つかの変形形態では、集尿デバイスの収容部にメータを連結するポートがあり、そのポー
トはメータから採集の収容部への尿の流れを可能にし、または制限するために開閉できる
。図２Ａおよび２Ｂでは、集尿デバイスは水平の向きを有して示されるが、動作の際には
、重力がメータ、採集デバイス、および／または排出口２０５への尿の流れを補助できる
ように、この集尿デバイスを垂直に向けることができる。
【００４１】
　図２Ｂは、図２Ａの集尿デバイスを折りたたんだ構成で示す。圧力（手または固定デバ
イスからの）が加えられ、膨張可能な容器を圧縮するために維持される。図２Ａおよび２
Ｂの膨張可能な容器の壁は、圧力がバイアス部に対して加えられると、それらの壁が容易
に折りたたまれるように、可撓性である。したがって、この集尿デバイスは、高さの低い
構成で格納または包装できる。
【００４２】
　集尿システム３００に関する折りたたみ可能なチャンバ３０１の別の変形形態が図３Ａ
および３Ｂに示される。この例では、折りたたみ可能なチャンバ３０１の少なくとも２つ
の壁（ここでは２つの対向する壁）を押し付けることによって、バイアス部が膨張可能な
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容器を膨張する。バイアス部は圧縮ばね（図示されない）を備え、折りたたみ可能なチャ
ンバは３点構成を備える。１つの変形形態では、内側の体積が容易に折りたたまれ、膨張
できるように、２つの壁（たとえば対面する２つの壁）が剛性または半剛性であり、連結
側面（または連続する側面）が可撓性の材料を含む。折りたたみ可能なチャンバが図３Ａ
に完全に膨張して示される。図３Ａおよび３Ｂは、（電子メータ３２０として示される）
第１のメータ、第２の（体積を表示する）メータ３３０、流体移送ポンプ３４０、および
膨張可能な容器から尿が排出できる（図３Ｂに示されるような）使い捨てポーチ３６０に
連結するための排出口３５０を備える、本明細書に述べられる任意の集尿デバイスおよび
システムに含むことができる追加の特徴を示す。
【００４３】
　図１～２Ｂに示されるように、膨張可能な容器（収容部）の内側の体積に保たれる流体
は、任意の適切な方法によって排出できる。たとえば、膨張可能な容器はベース部（また
は任意のその他の適切な位置）にドレンを備えることができ、そこを通って尿を容器から
排出することができる。尿は、廃棄物容器（たとえば廃棄物容器、使い捨てバッグまたは
ポーチ、トイレなど）または中間で保持し、かつ／または移送するデバイス（たとえば搬
送容器など）に直接的に排出できる。ドレンまたは排出口は、尿が採集デバイスから排出
するのを可能にし、または促進する任意の適切な排出口であることができる。いくつかの
変形形態では、集尿デバイスは、流体が流出または漏洩することなく集尿デバイスから流
れることができるようにする、制御可能な排出口を有する排出口を備える。たとえば、集
尿デバイスは密封された連結が中間で保持し、かつ／または移送するデバイスによって行
われるまで、またはオーバーライドが起動されない限り、（たとえば膨張可能な）採集容
器から尿が流れることができないようにするインターロック機構を備えることができる。
排出口は収容部への逆流を防止する、一方通行の出入り口を備えることもできる。
【００４４】
　図１に戻ると、膨張可能な容器１０１が集尿デバイス１００のベースに排出口１０５を
有して示される。排出口は、バルブを囲む管またはシースを備える。シースは、バルブを
保護し、（たとえば図１に示されるような使い捨てパウチ１０７など）廃棄物容器の付属
部品に対してバルブを連結および／または密封するのを補助することができる。排出口は
、廃棄物容器とかみ合うためのかみ合い領域を備えることもできる。したがって、デバイ
スを排出できるようにすることによって、集尿デバイスの、特に集尿デバイスの容器部分
の耐用期間が延長できる。集尿デバイスを排出することは、使い捨てまたは尿をより衛生
的にする。
【００４５】
　いくつかの変形形態では、（さらに下記に述べられるように、膨張可能な容器を備えな
い集尿システムを含む）集尿システムは、尿が漏洩またはその他の形で集尿システムを出
ていかないように閉じたシステムであり、それによって集尿システムの動作および排出中
に尿との接触を最小限に抑える。いくつかの変形形態では、システムは、完全に閉じたシ
ステムである。たとえば、システムは排出口を備えることができない。いくつかの変形形
態では、集尿システムは、受けデバイス（たとえばフラッシュ可能なポーチまたはその他
の移送容器）に連結するためのチェックバルブインターフェースを有する排出口を備える
。フラッシュ可能なポーチは、前述のように使い捨て（たとえば生分配性）の材料を含む
ことができる。したがって、フラッシュ可能なポーチは、任意の適切な形式で処分できる
。いくつかの変形形態では、フラッシュ可能なポーチはトイレにフラッシュして落とすこ
とができる。いくつかの変形形態では、フラッシュ可能なポーチは、（たとえば固体廃棄
物処分、非腐敗の廃棄物処分など）その他の廃棄物処分技術を使用して処分できる。チェ
ックバルブインターフェースは、流体がバルブを通って流れることができるようにするた
めに適切な（たとえば適合）パートナとかみ合い、それによって開放する任意の適切なバ
ルブを備えることができる。
【００４６】
　上述されたように、１つまたは複数のバイアスは、尿が集尿の体積に容易に流入できる
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ように、膨張可能な容器を広がった構成に膨張させるのに使用できる。したがって、バイ
アス部は、膨張可能な容器を広げるのに必要な力をもたらすことができる。バイアス部が
打ち勝つ力の一部分は、膨張可能な容器を含む集尿システムの内側の圧力であることがで
きる。たとえば、集尿デバイス（特に膨張可能な容器）内の空気圧が調整できる。下記に
述べるように管を通して集尿デバイスの収容部に尿を引くために、ポンプが提供できる。
さらに、膨張可能な容器が折りたたんだ状態から膨張した場合、集尿デバイス内の圧力は
外部の空気圧よりも低くなることができる。集尿デバイスは、集尿デバイス内の空気圧を
受動的にまたは能動的に調整できる１つまたは複数の空気導入口および／または排出バル
ブを備えることもできる。
【００４７】
　空気導入バルブは、集尿デバイス内の空気圧を外部の空気圧と等しくするための任意の
適切なバルブを備える。いくつかの変形形態では、空気導入バルブは、空気（液体でない
）のみが集尿デバイス内から流れることができるように構成される。たとえば、空気導入
バルブは、尿が容易にそこに入ることができないように集尿デバイスの上部の付近または
その上に配置できる。いくつかの変形形態では、空気導入バルブは、一方向弁を備え、そ
れによって尿が空気導入バルブを通って集尿デバイスを出るのを防止する。たとえば、空
気導入バルブは、ボールバルブ、フラップバルブ、膜バルブ、または任意の適切のバルブ
を備えることができる。いくつかの変形形態では、導入バルブは、排出バルブでもある。
別の実施形態では、個別の排出バルブが使用できる。空気導入バルブが能動的に調整でき
る。たとえば、空気は（たとえば膨張可能な容器を膨張させているとき、または管から収
容部に流体を圧送しているとき等）特定の時間の中でのみ集尿システムに入り、またはそ
こから出ることが可能になるようにすることができる。したがって、空気導入バルブは、
コンピュータ、機械式または手動式の制御によって調整でき、制御が（たとえばポンプ、
メータ等の）集尿デバイスのその他の機能またはデバイスに連係できる。
【００４８】
　１つの実施形態では、空気導入バルブは、上述のような膨張可能な容器の位置を維持す
るための固定部を備える。したがって、折りたたみ可能な容器が折りたたんだ状態にある
場合、空気導入バルブが閉じられ、外部の空気がその他の方法では折りたたみ可能な容器
に入ることができない。空気導入バルブを開放することによって、バイアス部が折りたた
み可能な容器を広げることができるようにし、折りたたみ可能な容器の内側と外側の間の
圧力差を平衡させることができる。
【００４９】
　膨張可能な容器は、後の使用のために圧縮および包装できる。包装が取り除かれると、
容器は尿を中に排出できる（たとえば１リットル、２リットル等）体積を提供するために
、自動的にばねの力で開くことができる。たとえば、包装はロック、クランプ、または外
部の力を容器の側面に加えるその他の構成要素を有することができ、それによって、バイ
アス力が容器を膨張させる傾向にあるにもかかわらず容器を閉じたままに保つ。容器は、
板ばねなどのバイアス部によって包装から膨張可能な容器を取り除いた後に自動的に広げ
ることができる。
【００５０】
　動作の際には、膨張可能な容器を備える集尿デバイスは、対象、特に尿カテーテルを有
する対象から集尿するのに使用できる。集尿デバイスは、殺菌され、または洗浄または殺
菌して包装できる。したがって、集尿デバイス（またはシステム）は、使用する直前に洗
浄または殺菌の包装から取り外すことができ、対象に連結する準備がされる。したがって
膨張可能な容器は、対象に連結する前に収縮した位置から膨張した位置にバイアス部によ
って膨張できる。バイアス部は、手動で膨張され、または収容部への尿の流れによって広
げられる必要がほとんどなく、膨張可能な容器を自動的に広げる。次いで、集尿デバイス
は、尿カテーテルを装着した対象、または対象によって着用される尿カテーテルに（たと
えば管を介して）連結できる。いくつかの変形形態では、膨張可能な容器は対象への連結
の後に膨張される。適切に連結された後に、尿は対象の膀胱から集尿デバイスの収容部内
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に排出できる。
【００５１】
　本明細書に述べられる全ての尿排出および処分デバイス、メータ、管、導入口、排出口
、ポート、ならびに方法および技術は、任意の適切な集尿システムと共に使用でき、膨張
可能な容器を有する集尿システムに限定されない。
【００５２】
　メータ
　集尿デバイスまたはシステムは、（流量、体積、温度、塩度、ｐＨ、材料の濃度等の）
尿からの少なくとも１つの特性を測定するためのメータを備えることができる。任意の適
切なメータが使用できる。メータは、尿からの特性を測定するための測定領域、およびメ
ータから集尿デバイスの収容部への尿の放出を制御するレリーズを備えることができる。
メータは、尿が集尿デバイスの収容部領域に入る前にメータに入る（または通過する）よ
うに構成できる。
【００５３】
　いくつかの変形形態では、メータは集尿システムが取り付けられた対象からの尿の体積
を測定するように構成される。たとえば、集尿デバイスは、体積によって較正された内側
の測定領域を有するメータを備えることができる。尿は集尿システムを尿カテーテルに連
結する管からメータの較正された測定領域に通過する。尿は、尿の量が読み取られ、測定
され、および／または記憶できるように、収容部領域に排出される前に較正された測定領
域に保持できる。いくつかの変形形態では、メータは、較正された体積が一杯になった後
に、次いで、次の較正された量が満たすように、共に連結された一連の較正された体積を
含むことができる。
【００５４】
　たとえば、尿はより小さな較正された体積に分割される体積を有するメータに流入でき
る。尿がメータに入るとき、尿は（たとえば５ｍｌ、１０ｍｌ、２５ｍｌ、５０ｍｌ、１
００ｍｌ等の）尿の第１の体積を保持する第１のチャンバに通過して入る。第１のチャン
バ内の尿の体積が第１の体積の容量を超えた後に、尿が溢れ出て、（たとえば５ｍｌ、１
０ｍｌ、２５ｍｌ、５０ｍｌ、１００ｍｌ等の）などの尿の知られた体積を保持するため
に同様に較正される尿の第２の体積に入る。尿の量がそれぞれの前進的な体積を超えると
、同様に知られた量の尿を保持するために較正された別のチャンバに流入する。したがっ
て、任意の数のチャンバがこの形式で共に連結され、それによって対象からの尿の体積の
測定ができるようになる。さらに、較正されたチャンバは、特に尿を保持する最後の体積
が完全に満たされていない場合に、体積をより精密に示すように読み取ることができる（
たとえば１ｍｌ、５ｍｌ、１０ｍｌ等の）表示された下位の体積にマークできる。それぞ
れの較正された体積は、同じ量を保持でき、または異なる量を保持できる。
【００５５】
　いくつかの変形形態では、メータの測定領域は、透明、透光性、またはその他の方法で
、測定者が測定領域内の尿を見ることができるようにする。これは、メータ内の尿の体積
が直接的に観測できるように測定領域が較正される変形形態において特に有用である。し
たがって、較正された測定領域内からの尿の量が目視で決定できる。いくつかの変形形態
では、メータはメータ領域内に収容された体積またはメータの異なる下位の領域を示すマ
ーキングを備える。メータ内の尿の量を観測または記録した後、尿は集尿デバイスから多
くの量の尿を保持できる収容部内に放出される。いくつかの変形形態では、メータは、集
尿デバイスのメータと収容部領域を連結するポートを開閉するメータレリーズを備える。
【００５６】
　メータはカテーテルからの尿の流量を決定することもできる。したがって、メータは尿
の流量を決定するセンサを備えることができる。メータは、（たとえば測定領域に入る尿
のレートを近似するための）較正された測定領域を有するタイマを備えることによって知
られた時間の間にわたって集尿デバイスに入る尿の量を決定できる。いくつかの変形形態
では、メータは流量を計算する。一般に、メータは流量などの対象の尿の１つまたは複数
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の特性を感知し、計算し、表示し、伝達し、または記憶するための１つまたは複数の電子
的な構成要素を備えることができる。
【００５７】
　メータは任意の適切な特性を測定できる。尿の体積および流量に加えて、メータは、尿
の温度、ｐＨ、（たとえば、尿の濃度または存在、イオン、塩、ホルモン、たんぱく質、
液体などの）化学組成、浸透圧、または任意のその他の特性を測定できる。たとえば、１
つまたは複数の特性を決定するのを補助するために、メータは１つまたは複数の（たとえ
ば電気式、化学式、化学電気式等の）センサを備えることができる。メータは、検出され
た尿の特性を検出、記憶、伝達、分析、および表示するために、コンピュータ、またはそ
の他の電子デバイスなどの制御装置に連結できる。いくつかの変形形態では、メータは制
御装置または記憶デバイスに遠隔式に連結できる。
【００５８】
　メータの内側（尿に接触する領域）は、尿がメータ内から通過して収容部領域に入るこ
とができるように、開閉できる１つまたは複数の開口を通って集尿デバイスの収容部領域
と連結できる。たとえば、メータは、尿がメータから収容部に通過できる複数のポートを
備えることができる。いくつかの変形形態では、尿は停止せずにメータを直接的に通過で
きるが、別の実施形態では、尿はメータから測定できるようにするためにメータ内に保持
できる。したがって、メータと収容部領域を連結するポートは、尿をメータから収容部に
放出するために開閉（または部分的に閉鎖）できる。尿は（たとえばボタン、レバー等の
）メータレリーズ制御部によってメータから放出できる。メータレリーズは、メータを空
にするためにポートのいくつか（または全て）を開放できる。これによってメータをリセ
ットすることができ、メータがさらなる測定を行うことができるようにする。複数のポー
トを開放することによって、メータの測定領域の体積が同時進行で排出できるので、メー
タは非常に高速にリセットできる。メータの高速リセットは、高速の流量の間に特に有利
であることができる。
【００５９】
　いくつかの変形形態では、メータレリーズは、ボタン、レバー、ハンドル、またはトグ
ルなどの手動のレリーズ、あるいは尿をメータから収容部に放出するその他のトリガであ
る。メータレリーズの動作は、部分的または完全に自動化できる。たとえば、メータレリ
ーズを起動することが開口部をメータと収容部をある程度の所定の期間の間（またはメー
タが完全に排出されるまで）開放して保ち、次いでそれらを閉鎖し、メータレリーズをリ
セットするように、メータレリーズは自動復帰を備えることができる。たとえば、メータ
レリーズはメータを空にした後にメータレリーズを閉鎖するためのばねを備えることがで
きる。メータレリーズの動作は、メータがある程度の事前設定または所定のレベルまで満
たされる場合に起動できる。たとえば、メータは１つまたは複数の較正されたメータチャ
ンバ内の尿を検出するセンサを備えることができ、それによってメータからの排出を起動
する。いくつかの変形形態では、センサは（たとえばチャンバ内の尿の重さがレリーズを
起動するなど）機械的なセンサ、または電気的なセンサである。
【００６０】
　メータは任意の適切な集尿デバイスまたはシステムと共に使用できる。いくつかの変形
形態では、収容部領域は上述のような膨張可能な容器を備える。集尿システムに関して適
切なメータの例は、図４を含む図に見ることができる。図４では、集尿デバイス４００が
尿体積を測定するように構成されたメータ４０１を備える。メータ４０１のこの変形形態
は、それぞれのチャンバに保持された尿の体積を表示するためのメータの透明な表面に較
正マークを有する一連の直列に連結された較正されたチャンバ４０５を備える。導入口４
１０は、尿カテーテルに連結できる管にメータの内側を連結する。したがって、尿がカテ
ーテルからメータに流入できる。尿は最初に（ここではメータの右側の端に示される）導
入口に最も近いメータの較正されたチャンバを満たす。この第１のチャンバが満たされた
後、尿が溢れ出て、隣接する較正されたチャンバを満たし始める。メータのそれぞれのチ
ャンバの上部が連結され、それによって上述のように尿がチャンバからチャンバへ流出で
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きるようになる。
【００６１】
　図４では、メータレリーズ４１６がハンドルまたはレバーを備え、それはメータを収容
部に排出するのに使用できる。収容部は折りたたみ可能な袋４７５として示される。いく
つかの変形形態では、この収容部は尿を受けるために収容部を自動的に広げるためのバイ
アス部を有する膨張可能な容器を備える。図４に示されるこの集尿デバイスは、尿を管か
ら引きメータおよび収容部に入れることができるポンプ４２５も備える。ポンプは、導入
口４１０から横方向の位置に配置される。排出口４６０は、上述のように尿が排出できる
ように収容部に連結できる。図４では、排出口が管４６２および排出バルブ４６５を備え
、それは移送容器または使い捨て（たとえばフラッシュ可能な）袋などの排出デバイスに
連結できる。図４は、集尿デバイスをベッド、スタンド、または任意のその他の適切な構
造に取り付けるのに使用できるフック４５０も示す。したがって、集尿デバイスは、尿が
カテーテルからメータおよび収容部に（重力および／またはポンプによって）流入するよ
うに向けることができる。上述のように、任意の適切な付属部品が図示されるフックに加
えて（またはその代わりに）使用できる。
【００６２】
　図５Ａから５Ｄは、図４に示される集尿デバイスと同様のメータを有する集尿デバイス
の異なる図を示す。図５Ａは、集尿デバイスの本源図（ｆｏｎｔａｌ ｖｉｅｗ）を示す
。メータ４０１、メータレリーズ４１６、ポンプ４２５、排出口４６０、導入口４１０、
収容部４７５、およびフック４５０などの図４からすでに述べられた部分が、図５Ａ～５
Ｃに同様に符号を付けられる。図５Ａは、集尿デバイスの相対的な寸法の１つの可能性の
ある実施形態も示し、幅Ｗに対する高さＨの比率がおよそ１０．００／９．２５である。
別の実施形態では、ＷおよびＨは（たとえばＷおよびＨが等しい、ＷがＨより小さい等）
互いに対して別の相対的な寸法を有することができる。図５Ａでは、断面Ｄ－Ｄは、集尿
デバイスのメータ領域を通り、図５Ｂに示される横断面を示す。断面線Ｂ－Ｂは、集尿デ
バイスを通り、図５Ｃに示される矢視方向の断面を示す。最後に、図５Ｄは図５Ａから５
Ｃのメータの分解斜視図を示す。
【００６３】
　図５Ｂでのメータを通る横断面は、デバイスのメータと収容部を連結する複数の開口（
またはポート）５３５を示す。上述のように、これらのポートは、尿がメータから排出す
るのを制御するためにメータレリーズによって遮断および／または開放できる。図５Ａ～
５Ｄでは、メータレリーズは、メータ内の尿を収容部に排出するために手動で引くことが
できる（たとえば排出バルブなどの）バルブ４１６である。バルブは閉じた位置に手動で
復帰させることもできる。このメータレリーズの単純な例の動作は、図５Ｃに示される矢
視方向の断面にも示される。
【００６４】
　図５Ａから５Ｄに示されるメータレリーズは、それを通る通路を有する回転可能なロッ
ドを備える。レリーズは、ロッドを通る通路がメータ５３５の開口および収容部に入る開
口と整列し、それによって尿が２つの間を流れることができるようにハンドル４１６を移
動する（またはバルブから排出させる）ことによって、開放することができ、それによっ
て尿がメータから排出されて収容部に入ることができるようにする。図５Ｃでは、メータ
レリーズ５１６を通る断面が閉鎖された位置のメータレリーズを示し、それによってメー
タから収容部への尿の流れが妨げられる。
【００６５】
　図５Ｄでは、分解斜視図が、尿を保持するための直列に配列され、較正された領域を有
するメータの１つの変形形態の構成を示す。図５Ｄでは、メータ領域の外側の透明なカバ
ー５５５が取り除かれ、メータの内側を表している。したがって、尿が導入口４１０から
メータに入り、それぞれの較正された領域を満たすとき、１つの領域から次の領域に尿が
連鎖的に流れ込むように、それぞれの較正された領域４０５の上方領域が開放することが
明らかである。メータのカバー５５５は、尿がカバーを通して見ることができるように少
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なくとも部分的に透明である。さらに、カバーは満たしている体積を示すマーキング５６
０を備える。これらのマーキングは観測者がメータ内に保持される尿の体積を容易に測定
できるように表示を付けることができる。
【００６６】
　集尿システム６００の一部分であるメータの別の変形形態が図６に示される。図６では
、メータ６０１が、導入口６０８を通って入る尿の体積を示すために較正され、表示を付
けられる。排出レバー６１０を備えるメータレリーズ６１２は、尿をメータから収容部６
５０または排出袋内に排出するように起動できる。メータ６０１に加えて、収容部６５０
は収容部内の尿の体積のおおよそのまたは近似的な予測をもたらすことができるマーキン
グ６４０（または較正）を備えることができる。収容部は、排出管６３２および排出バル
ブ６３５を有する排出口またはドレン６３０も備える。いくつかの形態では、この排出口
バルブは、排出口バルブが処分デバイスに係合しない限り、尿の漏洩または放出を防止す
るダックビルバルブまたはその他の固定バルブを備える。ポンプ６１５も尿を管６２５か
らメータ６０１および収容部６４０に引き込む目的で備えられる。
【００６７】
　図７は、上述のようなメータを備える、集尿用システム６００を示す。図７は、搬送容
器７１０およびフラッシュ可能なバック７１５などの追加の構成要素も備える。搬送容器
７１０またはフラッシュ可能な袋７１５は、処分のために尿を収容部から排出するために
排出バルブ６３５に取り付けることができる。
【００６８】
　動作に際しては、メータが体積、流量、化学組成等の尿の任意の適切な特性を測定でき
る。本明細書に述べられた集尿デバイスは、尿が集尿デバイス、特に集尿デバイスのメー
タ領域に流入できるように、（たとえばフォーリーカテーテルなどの）尿カテーテルに取
り付けることができる。測定され、または監視される特性は、集尿デバイスの１つの（ま
たは複数の）メータに依存する。本明細書に述べられるメータの例は、尿の体積の測定値
を示すが、それには限定されないが、流れ、温度、ｐＨ、化学組成等を測定するメータを
含む、任意の適切なメータが使用できる。１つより多いメータを使用することができ、多
機能のメータが使用できる。尿は測定のためにメータに保持され、その後収容部内に排出
され、または尿がメータを通過する（またはそばを通る）とき尿から測定がなされる。
【００６９】
　一般に、（たとえば対象内のカテーテルなど）対象から集尿システムへの尿の流れは、
尿をシステムを通して能動的に移動することによって促進できる。いくつかの変形形態で
は、尿を採集システムの少なくとも一部分の中に移動するためにポンプが使用される。
【００７０】
　ポンプ
　集尿デバイスまたはシステムの一部分としてポンプが使用できる。尿が集尿システムの
収容部に採集できるように、ポンプ、特に流体移送ポンプが流体連結システム内に尿を移
動するのを補助できる。たとえば、ポンプは、尿を（たとえばカテーテルに連結された）
管を通して、および上述のように尿を採集する必要のある収容部内に移動するのに使用で
きる。集尿デバイスと共に使用できる適切な収容部には、（上述のような）膨張可能な容
器、および（たとえば袋、箱、ポーチ等）膨張不可能な容器が含まれる。
【００７１】
　一般に、尿は重力によって管を通して受容する体積（たとえば収容部など）に排出され
る。カテーテルから袋に移動するとき、管がその全長にわたって完全に「下り坂」に向く
ことはまれである。たとえば、カテーテルを装着した対象が位置を移動する可能性があり
、または管を巻く必要がある可能性があり、管の経路は連続的に受容する体積内に排出す
るのではなく、尿が留まる領域を有する可能性がある。したがって、尿を管から収容部ま
たはメータなどの集尿デバイスの受容する体積内に移動するためにポンプを備えることが
できる。
【００７２】
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　任意の適切なポンプが使用できる。たとえば、ポンプは正圧（吐出）または負圧（吸入
）を加えることによって動作できる。使用できる異なる種類のポンプの例には、それには
限定されないが、インペラーポンプ、ギアポンプ、フィンガポンプ、ダイアフラムポンプ
、注入ポンプ、ぜん動ポンプ、ピストンポンプ、可変容積形ポンプ、ロータリーポンプ等
が含まれる。ポンプはバッテリー駆動できる。ポンプはサクションが対象のカテーテルに
入るのを防止するために、１つまたは複数の空気導入バルブと関連付けることができる。
たとえば、適切な空気導入（または排出）バルブが、カテーテル／管インターフェースの
付近（たとえば管の一方の端部の付近）に配置された一方向弁または空気導入口を備える
ことができる。いくつかの変形形態では、集尿システムは、集尿システム内の圧力を調整
するのを補助する複数の空気導入／排出バルブを備える。
【００７３】
　ポンプの動作が調整できる。たとえば、ポンプは手動で、または自動的に、あるいはそ
のある程度の組合せで作動（電源投入および／または切断）することができる。ポンプは
、使用者によって電源を投入または切断されるように、完全に手動で操作できる。いくつ
かの変形形態では、ポンプはある程度の所定の期間の間運転するようにタイマを備えるこ
とができる。いくつかの変形形態では、ポンプはその動作を制御できるセンサに連結され
る。たとえば、センサは管（またはたとえばカテーテルの付近などの管の領域）内の流体
を検出でき、またポンプを作動できる。いくつかの変形形態では、ポンプは制御装置によ
って制御される。制御装置は、ポンプ、メータ、およびその他のセンサ、空気導入／排出
バルブ等の、集尿システムの任意の部分の動作を制御するハードウェア、ソフトウェア、
またはその任意の組合せを備えることができる。
【００７４】
　ポンプは使い捨てまたは再使用可能であることができる。いくつかの変形形態では、ポ
ンプは集尿システムの再使用可能でない構成要素を使用して再利用できる。たとえば、集
尿システムの採集の管および収容部は交換できるが再利用できるポンプもある。同様に、
集尿システムのその他の構成要素は、再利用可能または使い捨て（たとえばセンサ等）で
あることができる。
【００７５】
　ポンプは、尿を採集するために管を通り収容部内に移動するように、集尿システムの任
意の適切な位置に配置できる。たとえば、ポンプは流体を管を下り収容部内に移動するた
めに、排出管と接続する収容部の付近に配置できる。いくつかの変形形態では、ポンプは
管ではなく収容部と直接的に接続する。ポンプが管内の圧力を上昇させる場合の変形形態
では、圧力により尿が管を下り収容部に押し込まれるようにカテーテルと管の接合部付近
にポンプを配置することが有益であることができる。ポンプは集尿システム内の受容可能
な範囲または圧力のみを加えるように構成することもできる。たとえば、ポンプは集尿シ
ステム内に（正または負の）多くの圧力を加えるのを防止するための１つまたは複数のガ
バナを備えることができる。したがって、ポンプはそこへの負荷が閾値を越えると自動的
に切断できる。
【００７６】
　図８は本明細書に述べられるような集尿システムで使用できるポンプの１つの例を示す
。図８は、分岐管８０５’を通る管８０５に連結されたインペラタイプのポンプ８００を
示す。この例では、インペラーポンプは、軸８１５を中心に回転し、モータ８２０によっ
て駆動されるインペラブレード８１０を備える。このポンプはバッテリー８２５によって
電源供給される。動作の際には、インペラブレードの回転により真空が引かれ、それによ
って８０７に示される方向に管８０５を下って尿が引かれる。上述のように、可変容量チ
ャンバ、プロペラ、およびダイアフラムを有するポンプを含む、任意の適切なタイプのポ
ンプが、圧力を加え、尿を管を下り収容部内に移動するのに使用される。
【００７７】
　いくつかの変形形態では、ポンプは集尿システムの内側の領域と接続する。したがって
、ポンプの少なくとも一部分は集尿システムの内側の領域と連続している。別の変形形態
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では、ポンプは集尿システムの完全に外側になったままになる。たとえば、ポンプは管を
下り、収容部内に尿を移動するための管に動作するぜん動ポンプであることができる。こ
の例では、集尿システムは、収容部（または管／収容部の接続部の付近）の管（たとえば
管／カテーテルの接続部の付近）の始まり付近の空気導入口も備える。これによって、過
剰な圧力または真空が集尿システム（またはカテーテル）のその他の部分に生じるのが防
止される。動作の際には、ポンプは管を通して収容部内に流体を移動できる。ポンプは管
を通して流体を（たとえば負圧または真空によって）引き、または（正圧によって）押す
ことができる。ポンプは尿が管にある場合に作動され、尿がこれ以上管にない場合に非作
動にされる。
【００７８】
　ポンプを有する集尿システムのその他の例が図１、３Ａおよび３Ｂ、４、５Ａ、ならび
に６に示される。たとえば、図１、３Ａおよび３Ｂでは、ポンプ１１５、３４０が管と（
ここでは膨張可能な容器として示される）収容部の接続部付近に連結される。図４、５Ａ
および６では、真空が尿を管からメータおよび収容部内に引くように、ポンプ４２５が収
容部４７５、６５０に取り付けられたメータ４０１、６０１に連結される。
【００７９】
　延長可能な管
　上述のように、集尿システムは一般に、（たとえば対象のカテーテルなどの）対象を尿
が採集される収容部に連結できる管を備える。一般に、管はベッド下に縁部を垂れ下げら
れ、そこで採集の収容部に（たとえば集尿袋）に取り付けられる。収容部は通常、床の上
のベッド支持部のうちの１つに掛けられ、カテーテルと収容部の間の落差が重力によって
尿を管から袋に移動する。現行の最も多い採集システムは、一般に、全ての寸法およびベ
ッドの長さに対して１つの長さの管を使用するので、余った管はベッドの上または採集袋
の周りで巻かれることが多く、それによって尿が溜まる可能性がある領域が形成されるお
それもある。
【００８０】
　本明細書に述べられる集尿デバイスおよびシステムのいくつかの変形形態では、短縮ま
たは伸長できる延長可能な管が（たとえば膨張可能な容器または膨張可能でない容器など
の）収容部に連結する。一般に、延長可能な管は、伸長および圧縮できる可撓性であり調
整可能な管であり、調整される長さを維持または保持する。延長可能な管は、円滑な内壁
面を有する（流体に接触する）内面を備えることができる。内面はエラストマー材料で作
製できる。可撓性の管は、外側領域の全体的な形状を（たとえば膨張または収縮するなど
）変更することによって調整可能である（外面を有する）外側領域を有することもできる
。
【００８１】
　一般に、延長可能な管は、それが完全に延長された延伸した（または延長した）長さと
外面が完全に圧縮された圧縮された長さとの間で延長可能な管の外側領域の長さを変更で
きる任意の管である。管は延伸した長さと圧縮された長さの間の任意の中間の位置に伸長
または圧縮できる。いくつかの変形形態では、延長可能な管は、延伸した長さと圧縮され
る長さの間（それらの長さを含む）で調整される長さを維持する。したがって、延長可能
な管は、ある長さに設定でき、管は再調整されるまで実質的に同じ長さのままになる。一
般に、管の（外面を含む）外側領域は（内面を含む）内側領域に調整可能性および支持を
もたらし、それによって尿に接触するための連続的な表面を有する内腔を設ける。
【００８２】
　１つの変形形態では、１つまたは複数の伸縮する管のセグメントは延長可能な管の外面
の別のセグメント内に摺動するので、外側領域は管が圧縮または延長できるようにする伸
縮するセグメントを備える。たとえば、延長可能な管の外側領域は、圧縮した長さと延伸
した長さの間で伸縮する少なくとも２つの管セグメントを備えることができる。したがっ
て、延長可能な管の外側領域は、第２の管セグメントが第１の管セグメント内に摺動可能
であるように、第２の管セグメントの外径に実質的に適合した内径を有する第１の管セグ
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メントを備えることができる。２つ以上のセグメントがこの形式で連結できる。たとえば
、延長可能な管は、第２の管セグメントが第３の管セグメント内にも摺動するように、第
１の管セグメントと同じ内径を有することができる第３の管セグメントを備えることがで
きる。
【００８３】
　いくつかの変形形態では、外側および内側のセグメントは、片方がもう１つの中に摺動
できる一方で、それらを動かすためにある程度最小限の力が加えられない限りそれらが位
置を保持することができるように寸法が整合される。さらに、セグメントを構成する材料
は、摺動することができ、かつ力が加えられない限りセグメントの位置を維持するように
選択できる。追加の材料または構造も、セグメントの位置（したがって管の選択された長
さ）を維持するのを補助するために使用できる。いくつかの変形形態では、外側の（伸縮
する）領域を有するセグメントは、伸縮するセグメントが分離するのを防止し、延長可能
な管を選択された長さに固定するのを補助できるスライダを備える。
【００８４】
　健康管理の提供者が、たとえば１つのセグメントを別のセグメントに対して摺動するこ
とによって管を操作することが必要である可能性がある。これは、管を通して採集の収容
部内に尿のスラグ（ｓｌｕｇ）を移動する目的で行われる。いくつかの変形形態によれば
、管の少なくとも一部分はバリアによって覆われる。たとえば、健康管理の提供者によっ
て操作される管は折りたたみ可能なスリーブによって覆うことができ、その端部が管の近
位端および遠位端に固定される。そのようなスリーブは、折りたたみ可能であり、かつ少
なくとも部分的に透明な任意の材料から構成できる。たとえば、スリーブはポリエチレン
、ポリプロピレン、または当業者に知られた任意のその他の材料で構成できる。
【００８５】
　図９Ａから９Ｃは、外面を形成する３つの伸縮するセグメントを有する延長可能な管の
１つの変形形態を示す。図９Ａでは、延長可能な管の３つのセグメントの全ての接合部が
示され、延長可能な管を圧縮された構成で示す。外面９０１の第１のセグメントは、第２
のセグメント９０２の少なくとも一部分が第１のセグメント９０１の内腔の中を摺動する
ように、一方の端部で第１のスライダ９１０に連結され、第２のセグメント９０２がスラ
イダ９１０を通って摺動する。同様に、外面の第３のセグメント９０３は、第２のセグメ
ント９０２が通って摺動する第２のスライダ９３０に取り付けられる。したがって、延長
可能な管は、管の長さを選択するために、第１と第２、および第２と第３のセグメントを
互いに対して伸縮することによって伸長または短縮することができる。図９Ｂおよび９Ｃ
は、図９Ａに示されるような延長可能な管を有する集尿デバイスの例を示す。
【００８６】
　図９Ｂでは、延長可能な管９００が完全に圧縮された長さで示される。スライダ９１０
、９２０は両方とも互いに当接し、第２のセグメント９０２は第１のセグメント９０１と
第３のセグメント９０３、およびスライダ内に完全に入る。延長可能な管９００は、また
、採集の収容部９５０に取り付けられて示される。図９Ｃでは、延長可能な管９００は、
完全に延伸した構成になっている。第２のセグメント９０２はもはや、完全に第１のセグ
メント９０１および第３のセグメント９０３内になく、第２のセグメント９０２はスライ
ダ９１０、９３０に連結され、それによって第２のセグメントが第１および第３のセグメ
ントに連結される。
【００８７】
　延長可能な管は、管を通る経路を形成する内面も備えることができる。１つの変形形態
では、内面は外側領域を形成するセグメントの内面の少なくとも一部分を備える。たとえ
ば、図９Ａから９Ｃでは、内面は第１のセグメント９０１、第２のセグメント９０２、第
３のセグメント９０３の内面を備える。この例では、流体が延長可能な管の内腔の中から
漏洩する可能性がないように、スライダ９１０、９３０は、セグメントを密封する。この
例での内面は、第２のセグメントの内径の縁部に不連続性がある可能性があるので、完全
に円滑ではない。
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【００８８】
　いくつかの変形形態では、内面は外面を形成する外側領域から形成されない。たとえば
、内面は外側領域の内腔の中に別の管によって形成される内腔であることができる。内面
は、単一の連続した壁を備えることができ、それによって漏洩、および尿が通過して漏洩
する可能性のある不規則な領域、ならびに尿が溜まる可能性がある小さなキャビティまた
はチャンバを防止する。いくつかの変形形態では、内面は膨張可能な管が伸長または短縮
されると、折りたたみ、または広がることができるエラストマー材料を備える。たとえば
、内面は管に形成されるポリマーまたはゴム材料を備えることができる。内面は、任意の
適切な位置で外側領域を形成する（たとえばセグメントなどの）構造に取り付けることが
できる。たとえば、内面は外面を形成するセグメントに管の端部でのみ、または管の端部
の間の異なる点で固着できる。
【００８９】
　延長可能な管は伸縮する外側領域を有する管に限定されない。外側領域は、延伸した長
さと折りたたんだ長さの間で任意の適切な形式で変更できる。たとえば、外面はアコーデ
オン様に膨張または収縮することによって伸長または短縮できる。あるいは、外面は直径
を変更することによって延長または収縮できる。図２および６は、アコーデオン式に伸長
および短縮する延長可能な管２２０、６２５を有する集尿デバイスおよびシステムの例を
示す。たとえば、図６では、延長可能な管６２５が円形の陵部（蛇腹折り）を有する外側
領域を備える。管の外側領域の陵部を形成する角度は、それぞれ外側領域およびしたがっ
て延長可能な管の長さを伸長および短縮する目的で管の長さの一部分または全てにわたっ
てより大きく（たとえば１８０度まで）またはより小さく（ほぼ０度まで）することがで
きる。陵部の寸法および数は、この延長可能な管の変形形態がどの程度延長可能であるか
を決定するのを補助することができる。本明細書に示される延長可能な管は（たとえば円
筒形の管など）断面がほぼ丸いが、延長可能な管は任意の適切な断面を有することができ
る。たとえば、管は正方形の断面、三角形の断面、または任意の多角形を有する断面を有
することができる。
【００９０】
　動作の際には、管は（尿を保持する収容部などの）集尿デバイスおよび／またはカテー
テルに取り付けることができる。管は集尿システムの一部分であることもできる。管は延
長または収縮できる。たとえば、管は尿を滞留させる可能性のある管の余剰の長さがなく
集尿デバイスが（たとえばカテーテルを装着する対象など）対象に連結できるようにする
長さに調整できる。たとえば、延長可能な管は、管に不要な弛みがないように長さが延長
または収縮できる。延長可能な管の長さは、上述のように管の外面を調整することによっ
て延長できる。延長可能な管は広い範囲の寸法にわたって延長および圧縮できる。たとえ
ば、延長可能な管は、圧縮された長さから圧縮された長さの１．５倍、２倍、２．５倍、
３倍、５倍、または１０倍より大きい延長された長さに延長できる。
【００９１】
　任意の集尿デバイスの（それには限定されないが延長可能な管を含む）管の内面は、管
内の尿の滞留を防止するために任意の適切な物質で作製され、または処理できる。たとえ
ば、管の内面は、内面の湿潤性を上昇し、および／または管の内面にある表面張力を低下
する材料によって埋め込まれ、被覆され、またはその他の方法で処理される。いくつかの
変形形態では、（たとえば管などの）集尿デバイスの一部分は尿の排出を促進する界面活
性剤を含む。
【００９２】
　表示器キット
　図１０Ａ～Ｃは、本明細書に述べられる任意の集尿デバイスまたはシステム、ならびに
任意のその他のフォーリーカテーテルデバイスまたはシステムと共に使用する表示器キッ
トを示す。カテーテル１０００の第１の近位のポートに連結された患者モニタケーブル１
０４２を介して、患者モニタ表示器１０４０に連結された、カテーテル１０００の第２の
近位のポートに連結された排出管１０１０を介して尿メータデバイス１０２０と流体連通
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する、フォーリーカテーテル１０００を備えるフォーリーカテーテルシステムが図１０Ａ
に示される。患者モニタケーブル１０４２がトランスデューサまたは同様のデバイス１０
４４から患者モニタ表示器１０４０に（たとえば尿温度などの）１つまたは複数の尿の特
性に関する情報を送る。排出管１０１０は、尿をカテーテル１０００から尿メータ１０２
０または採集袋に送る。トランスデューサ１０４４に取り付けられた連結ケーブル１０３
２、および尿メータ１０２０に装着された表示モジュール１０３４を備える表示器キット
１０３０は、１つまたは複数の尿の特性に関するアクセス可能な情報を提供することによ
ってフォーリーカテーテルシステムの機能性を向上できる。表示される尿の特性は、たと
えば温度、ｐＨ、化学組成、浸透圧等を含む本明細書に論じられた特性のうちの任意のも
のであることができるが、好ましい実施形態では表示される特性は温度である。表示器キ
ット１０３０は、看護師または随員が測定のその他の様態に頼ることなく温度などの尿の
特性を監視できるようにするので、患者モニタ１０４０のないフォーリーカテーテルシス
テムで特に有用であることができる。１つの実施形態では表示器キット１０３０は、尿の
特性の周期的な読取り値を提供し、別の実施形態では、連続的な読取り値を提供する。
【００９３】
　図１０Ａの表示器キット１０３０の拡大図が図１０Ｂに示され、表示器キット１０３０
に関する別の実施形態が図１０Ｃに示される。図１０Ｃでは、表示器キット１０３０がケ
ーブルなしで動作し、１つまたは複数の尿の特性に関する情報がトランスデューサ１０４
４に連結されたトランスミッタ１０３６から表示器モジュール１０３４に連結されたレシ
ーバ１０３８に無線式に送信される。図１０Ｂおよび１０Ｃの例に示される表示器モジュ
ールは、本明細書に述べられるような尿メータ、採集袋、または尿が採集または保持され
る任意のタイプの収容部に取り付けるように構成された液晶表示器（ＬＣＤ）を備える。
表示器モジュール１０３４はその他の態様のフォーリーカテーテルシステム、または患者
に近接した任意の固定具に取り付けることもできる。１つの実施形態での表示器モジュー
ルは、取り付けを促進するための接着性の裏張りを備え、別の実施形態では、ベルクロ（
登録商標）取り付けシステムを備える。１つの実施形態では、表示器キット１０３０は、
フォーリーカテーテルシステムの様々な態様、および／または患者に近い異なる位置に取
り付けるための複数の表示器モジュールを備える。複数の表示器モジュールの実施形態で
は、情報の有線および無線の送信の（すなわち全て無線、全て有線、それぞれのいくつか
の）任意の取合せが存在することができ、表示器モジュールが同じまたは異なる尿の特性
を表示する。
【００９４】
　集尿デバイスの使用
　本明細書に述べられる集尿デバイスおよびシステムは、対象から尿を採集するのに使用
できる。集尿デバイスまたはシステムは本明細書に述べられる構成要素の任意の組合せま
たは部分的な組合せを備えることができる。たとえば、集尿デバイスは集尿するための収
容部を備えることができる。収容部は、尿を蓄積するのに使用できる内側の体積を有する
任意の適切な収容部であることができる。たとえば、収容部はバイアス部を有する膨張可
能な容器の一部分であることができる。集尿デバイスはさらに、収容部へのアクセスをも
たらす導入口を備えることができる。集尿デバイスはさらに、（たとえば導入口に連結す
ることによって）収容部に連結するための管を備えることができる。いくつかの変形形態
では、集尿デバイスは、尿の少なくとも１つの特性を測定するためのメータを備えること
ができる。いくつかの変形形態では、集尿デバイスはさらに、尿を管を通して収容部に移
動するためのポンプを備えることができる。
【００９５】
　動作の際には、本明細書に述べられる集尿デバイスまたはシステムを使用する対象から
尿を採集するために本明細書に述べられる用途に関する任意のステップを行うことができ
る。集尿デバイスは、（たとえば、集尿デバイスの管を連結することによって）対象によ
って装着されるカテーテルに連結できる。次いで尿は、カテーテルから管内に排出される
。集尿デバイスがポンプを備える場合、ポンプは尿を管を通して移動するのに使用できる
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。尿はメータを通過できる。メータは、尿からの特性を測定できる。たとえば、メータは
体積、流量、温度、ｐＨ、物質の濃度等を測定できる。メータは尿を保持することができ
、または尿はメータを通過できる。いくつかの変形形態では、メータはそれを空にするた
めのメータレリーズを備える。次いで尿は収容部に流入し、そこに蓄積できる。いくつか
の変形形態では、尿は収容部から除去できる。いくつかの変形形態では、集尿デバイス全
体は、使い捨てである。
【００９６】
　本明細書に述べられた集尿デバイスおよびシステムは、キットの一部分として含められ
ることもできる。キットはデバイスを使用するのに適切な追加の材料を有することができ
る。たとえば、キットはデバイスまたはシステムを使用するための指示書を含むことがで
きる。指示書は、記述、視覚、絵表示、聴覚などを含む任意の適切な媒体で提供できる。
いくつかの形態では、指示書は上述のようなデバイスを使用する方法を述べる。キットは
本明細書に述べられるデバイスと共に役立つ（たとえばコネクタ、追加の管、スペアバッ
グ等）追加の材料も備えることができる。
【００９７】
　本発明を特定の変形形態および例示の図によって述べてきたが、当業者は本発明が記述
された変形形態または図に限定されないことを理解するであろう。さらに、上述の方法お
よびステップがある順番で起こるいくつかの事象を示す場合、当業者は、いくつかのステ
ップの順番が変更でき、そのような変更は本発明の変形形態に従うものであることを理解
するであろう。さらに、いくつかのステップが、可能な場合に平行なプロセスで同時に行
われ、また上述のように順次に行われる。したがって、開示の趣旨の範囲内にある、また
は特許請求の範囲に見られる本発明の等価物である本発明の変形形態が存在する範囲に、
本発明がこれらの変形形態を同様に包含することを意図する。最後に、本明細書に引用さ
れる全ての刊行物および特許出願は、個々の刊行物または特許出願が本明細書に詳細かつ
個別に述べられるかのように、その全体が参照によって本明細書に組み込まれる。
【００９８】
　（参考発明１）
　収容部と、
　流体からの少なくとも１つの特性を測定するメータであって、
　流体を保持するように構成された測定領域と、
　測定領域からの流体の収容部への排出を制御するメータレリーズとを備えるメータと、
　収容部とメータの測定領域との間の複数のポートと、
　流体が通って流れることができるメータに連結された導入口とを備える、流体採集デバ
イス。
【００９９】
　（参考発明２）
　測定領域が流体の体積を測定するために較正された、参考発明１に記載のデバイス。
【０１００】
　（参考発明３）
　較正された測定領域が一連の目盛付きチャンバを備える、参考発明２に記載のデバイス
。
【０１０１】
　（参考発明４）
　導入口に連結された近位端部を有する延長可能な管をさらに備える、参考発明１に記載
のデバイス。
【０１０２】
　（参考発明５）
　延長可能な管が対象に挿入可能な尿カテーテルと流体連通する遠位端を有し、メータが
対象からの尿の特性を測定するように構成された、参考発明４に記載のデバイス。
【０１０３】
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　（参考発明６）
　流体を導入口を通ってメータ内に移動するように構成されたポンプをさらに備える、参
考発明１に記載のデバイス。
【０１０４】
　（参考発明７）
　メータレリーズがレバーを備える、参考発明１に記載のデバイス。
【０１０５】
　（参考発明８）
　メータレリーズが自動式のメータレリーズである、参考発明１に記載のデバイス。
【０１０６】
　（参考発明９）
　流体が測定領域から収容部に流入できるように、メータレリーズが複数のポートを開放
する、参考発明１に記載のデバイス。
【０１０７】
　（参考発明１０）
　収容部が、収縮した位置と膨張した位置を有する、膨張可能な容器と、容器を収縮した
位置から膨張した位置に変化させるバイアス部とを備える、参考発明１に記載のデバイス
。
【０１０８】
　（参考発明１１）
　空気導入バルブをさらに備える、参考発明１に記載のデバイス。
【０１０９】
　（参考発明１２）
　空気導入バルブが一方向弁を備える、参考発明１１に記載のデバイス。
【０１１０】
　（参考発明１３）
　収容部と、
　収容部内にアクセスをもたらす導入口と、
　導入口に連結された管と、
　流体から少なくとも１つの特性を測定するメータであって、メータが測定領域と、測定
領域から収容部に排出するための収容部とメータの測定領域との間の複数の閉鎖可能なポ
ートとを備えるメータと、
　測定領域から収容部内への流体の排出を制御するメータレリーズとを備える、流体を採
集するシステム。
【０１１１】
　（参考発明１４）
　収容部が、収縮した位置と膨張した位置を有する自己膨張式の採集容器と、容器を収縮
した位置から膨張した位置に変化させるバイアス部とを備える、参考発明１３に記載のシ
ステム。
【０１１２】
　（参考発明１５）
　流体を管から容器に移動するポンプをさらに備える、参考発明１３に記載のシステム。
【０１１３】
　（参考発明１６）
　管が延長可能である、参考発明１３に記載のシステム。
【０１１４】
　（参考発明１７）
　延長可能な管が、対象に挿入可能な尿カテーテルと流体連通し、メータが対象からの尿
の特性を測定するように構成された、参考発明１６に記載のシステム。
【０１１５】
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　（参考発明１８）
　対象に挿入された尿カテーテルに集尿デバイスを取り付けるステップを含む、尿の体積
を測定する方法であって、集尿デバイスは、
　収容部と、
　尿の体積を測定するメータであって、
　較正された測定領域と、
　較正された測定領域から収容部内への尿の排出を制御するメータレリーズとを備えるメ
ータと、
　収容部とメータの較正された測定領域との間の複数のポートと、
　尿の通過を可能にするように構成されたメータに連結された導入口とを備える、方法。
【０１１６】
　（参考発明１９）
　尿カテーテルからメータ内に通過する尿の体積を監視するステップをさらに備える、参
考発明１８に記載の方法。
【０１１７】
　（参考発明２０）
　メータレリーズを作動させることによって収容部内にメータの較正された測定領域を排
出するステップをさらに備える、参考発明１９に記載の方法。
【０１１８】
　（参考発明２１）
　カテーテルに連結するための集尿デバイスであって、
　集尿するための収容部と
　収容部に連結され、尿の通過を可能にするように構成された導入口と、
　外壁によって囲まれた内壁を備え、圧縮した長さと延長した長さを有する、導入口に連
結された延長可能な管とを備え、延長可能な管が圧縮した長さと延長した長さの間の長さ
に調整可能であり、調整された長さで延長可能な管の長さを維持する、集尿デバイス。
【０１１９】
　（参考発明２２）
　延長した長さが、圧縮した長さの２倍の長さよりも長い、参考発明２１に記載のデバイ
ス。
【０１２０】
　（参考発明２３）
　延長可能な管の外壁が、伸縮するセグメントを備える、参考発明２１に記載のデバイス
。
【０１２１】
　（参考発明２４）
　内壁が円滑な面を備える、参考発明２１に記載のデバイス。
【０１２２】
　（参考発明２５）
　内壁が弾性材料を含む、参考発明２１に記載のデバイス。
【０１２３】
　（参考発明２６）
　外壁がアコーデオンの形に構成された、参考発明２１に記載のデバイス。
【０１２４】
　（参考発明２７）
　延長可能な管の内壁が表面活性剤を含む、参考発明２１に記載のデバイス。
【０１２５】
　（参考発明２８）
　延長可能な管が可撓性である、参考発明２１に記載のデバイス。
【０１２６】
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　（参考発明２９）
　尿の特性を測定するメータをさらに備える、参考発明２１に記載のデバイス。
【０１２７】
　（参考発明３０）
　尿カテーテルシステム用の表示器キットであって、
　膀胱内に配置された遠位端を有する尿カテーテルの近位ポートに連結されたトランスデ
ューサに連結された送信デバイスと、
　尿の収容部に取り付けられた、カテーテルからの尿の特性を表示するように構成された
表示器モジュールとを備える、表示器キット。
【０１２８】
　（参考発明３１）
　表示器モジュールが液晶表示器を備える、参考発明１に記載の表示器キット。
【０１２９】
　（参考発明３２）
　送信デバイスが、表示器モジュールに連結されたケーブルを備える、参考発明１に記載
の表示器キット。
【０１３０】
　（参考発明３３）
　表示器モジュールに連結されたレシーバをさらに備え、送信デバイスが無線式トランス
ミッタを備える、参考発明１に記載の表示器キット。
【０１３１】
　（参考発明３４）
　尿の特性がその温度である、参考発明１に記載の表示器キット。
【０１３２】
　（参考発明３５）
　測定領域から収容部に排出するために、尿の収容部が、測定領域、および収容部とメー
タの測定領域との間の複数の閉鎖可能なポートを備える尿メータに連結される、参考発明
１に記載の表示器キット。
【０１３３】
　（参考発明３６）
　収容部が、収縮した位置と膨張した位置を有する自己膨張式の採集容器と、容器を収縮
した位置から膨張した位置に変化させるバイアス部とを有する、参考発明１に記載の表示
器キット。
【０１３４】
　（参考発明３７）
　複数の送信デバイス、およびそれぞれの通信での表示器モジュールをさらに備える、参
考発明１に記載の表示器キット。
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